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第５回友の会ウィーク 中央図書館で開催 
多彩なイベントを１１月２日(土)から１７日(日)まで準備中 

区立中央図書館が開館して、今年で４周年。平均の来館者数は毎日３千名以上を数える図書館になりました。

そして友の会は発足５年目の活動に入りました。これを祝い、さらに発展していくことを願い、そのために寄

与することをめざして、今年も葛飾図書館友の会は下記の内容で「第５回友の会ウィーク」を開催します。 

 

日程：１１月２日（土）から１１月１７日（日） 

会場：中央図書館内（会議室１・２、おはなしのへや、展示コーナーなど） 

内容：講演会、読書会、映画会、演劇、ＣＤ・ＤＶＤコンサート、おはなし会、 

   紙芝居、ワークショップ、資料展示など 

 

この「友の会ウィーク」は図書館主催のイベント開催期間（１０月１７日から 

１０月２７日まで）に引き続き行います。昨年度は１２のイベントが開催され、総参加

者は約３５０名、そして「友の会」の活動内容をＰＲする展示も行われました。参加する各団体及び友の会の

活動をアピールする大変貴重な機会でもあり、現在、友の会会長を委員長に、役員全員を委員とする実行委員

会のもと、開催に向けて準備を進めています。「友の会ウィーク」の詳しい内容などは区内図書館でのポスター

やチラシ、「友の会」のホームページなどで９月下旬頃から順次発表しますので、ご期待ください。 

夏休み恒例 第４回「自由研究おうえんたい」  児童・YA サービス応援委員会協力 

小学生対象・夏休みの宿題をサポート 
今年で 4 回目の「自由研究おうえんたい」が児童・YA サービス応援委員会、中央図書館児童室、葛飾区立学校図

書館支援指導員の会有志による共催で行われました。 

今回は 7 月 29 日(月)、30 日(火)に開催されました。今年も宿題の自由研究のサポートと並行して、百科事典ポ

プラディアを使った「ポプラディアクイズ―児童文学編―」、「図書館を使った調べる

学習コンクール」第 12回および第 16 回受賞作品(複製)の展示を行いました。 

参加者は２日で、のべ小学生３5 人おとな２0人。今年は、図書館児童室作成の「調

べ学習応援シート」を参考に、自由研究のテーマを決めました。こどもたちは児童室

に本を探しに行き、調べて分かった事をカードに書き、感想カードにも書いて、画用

紙に貼り付け、イラストをつけて完成。その日のうちに立派な「調べ学習ポスター」

を仕上げた小学生が５～６人。テーマは、「きょうりゅうの食べもの」「A・B・C の

本」「元素」「スカイツリー」「きんぎょ」「塩の結晶」など、それぞれの年齢に応じた

興味深い内容でした。「あさがおの観察」のまとめ方が分かったと喜んで帰られた１

年生の保護者。ポプラディアクイズを黙々とこなして、「調べる⇒分かる」楽しさを

味わっていた小学生。それぞれに何か収穫のあった時間を過ごしてもらえたようです。  
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≪クラシック音楽は心の花束≫ 

「来て、観て、聴いて、良かった」と好評 
２０回を迎えた友の会主催の『ＣＤ・ＤＶＤコンサート』 

 

＜大音響で聴く＞をテーマに、委員会ではさまざまな演出努力を２年半かさねてきました。

演出努力というのは、常設会場である中央図書館会議室１の音響設備では、なかなかデリケート

な再生ができないので、なんとか解説や映像で補わざるを得ません。そしてひたすら大音響によ

るアンサンブルの効果を狙うわけです。その効果によって生ずる心地よいひとときを、図書館コ

ンサートの来訪者に聴いていただいています。 

 

◆アンケートの要望にこたえて 

 おもに委員の音楽的素養？と制作意欲に頼ったテーマ別プログラムを組み、なんとかしのいできま

したが、現在は１年以上蓄積された来場者アンケートの要望を集約し、テーマに反映させることに重点

を置いています。“作曲家、演奏者、思い出の曲、ジャンル別” など…。 

 近ごろはＮＨＫをはじめＤＶＤの普及によって映像つきの演奏風景に親しむクラシックファンが増

えています。確かに演奏者やオーケストラのすがたが見えるコンサートはナレーションやタイトルバッ

クもあり、理解を深めることが容易です。ではこのコンサートの難しさと苦労の一端をご紹介します。 

 

◆「コンサート付きヨーロッパ旅行」のアイデア 

 第６回に試みた「ヨーロッパ名曲旅行」はさいわいにも発見した図書館所蔵の上映許可付きＤＶＤ

を利用し、スーツケース無用・サーチャージ込み無料の旅気分で、イタリア、スペイン、オーストリア

の名曲と名所を巡る企画を実施し、好評を博しました。この企画は第１１回コンサートでも訪問地、曲

目を変えて行いました。この成功をもとに、音楽を聴きながら大作曲家の足跡をＣＤにＤＶＤ画像を組

み合わせてたどる企画は、ほとんどのコンサートのなかで行っています。 

 

◆ＤＶＤオペラ映画｢トスカ｣で多数来場 

 図書館所蔵の音楽ＤＶＤは著作権の問題もさること

ながら、古いものが多く、音質や傷みの問題で、残念なが

ら豊富といえません。わずかな資料を委員会で試写試聴・

検討しながら実現しています。第 14回に開催した｢トス

カ｣は以前開催した「オルフェウス」にくらべてわかりや

すく、初めて満員に近い来場者を集めることができました。

このような企画を今後も増やしていきます。 

 

◆選択のコンセプトは？ 

 できるだけ有名な曲、作曲家、演奏者、指揮者、オー

ケストラを選んで取り上げています。特にクラシック音楽

を生み出してきたバッハ、モーツァルト、ベートーヴェン

などの大作曲家は今後もシリーズで追いかけていきたい

と思います。しかし図書館所蔵の音楽ＤＶＤは上映自由で

も古くて鑑賞に堪えないものが多く、新規購入も少ないの

ですが、図書館に資料収集の希望を出していきます。  
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ネットで情報配信中 
葛飾図書館友の会 ホームページ 

 

 

 

 

広報委員会では、年4 回の『友の会通信』、毎月発行の『たんしん』とともに、

ホームページでも情報発信をしています。トップページには最新のイベント情

報、発行物、各種募集を掲載。「会員になるには｣のページからは入会届をダウ

ンロードもできます。「キーワード読書会」には過去の読書会ブックリストや、

図書館検索サイト[カーリル]のリンクもあります。ＨＰにアクセスして左のメ

ニューから各ページをぜひ、ご覧ください。 

♦ホームページ作成への道のり♦ 

ホームページ作成には全くの素人でしたので、試行錯誤しながらのスタート

でした。時間はかけてもお金はかけないを旨とし、さまざまな無料ホームペー

ジ作成ツールにチャレンジ、特別な技能がなくても、簡単に作れるツールを見

つけました。試行版をへて、なんとかタイムリーに情報を会員の皆様へお伝え

できる現在の形式となりました。このホームページは葛飾区の図書館の公式ペ

ージにリンクしています。そのため会員以外の多くの方や他区の方もこの友の

会のホームページを見てくださり、コンサート、映画会などへの参加のきっか

けになっているようです。 

まだまだ改善の余地はありますが、情報発信、過去の記録、入会届の提供な

どに活用していきます。             （広報委員会ＨＰ担当） 

 

 図書館内でのボランティア活動を中央図書館が企画中   

「図書館内でのボランティア活動をしたい」という会員のみなさまに現在、中央図書館はその希望に沿う企

画を検討中です。主な活動内容は新宿図書センターでの配架と書架整理、中央図書館のボランティアルームで

のＩＣタグはがし及びリサイクルシールの貼付などの処理作業などが検討されています。具体的な作業内容や

日時(曜日・時間など)の詳細が決定次第、会員の皆様には「たんしん」やメールなどでお知らせする予定です。 

 

友の会活動 今後のラインナップ（いずれも中央図書館・無料） 

・キーワード読書会 (午後６時半から 会議室２)  ９月１９日（木）  キーワードは「おとな」   

・ナイトシアター委員会 (いずれも午後６時から 会議室１) 

９月１４日（土） 「アフリカの女王」 

１０月１２日（土） 「めぐみ」 

１１月 ９日（土） 「殯（もがり）の森」＊ 

・児童・YAサービス応援委員会(いずれも午後３時半から おはなしのへや) 毎月第一土曜日 「おはなし会」 

・ＣＤ・ＤＶＤコンサート委員会(いずれも午後２時から 会議室１) 

９月２９日（日） 「フジコ・ヘミング特集」  

１１月１７日（日） 「ＣＭに使われたクラシックの名曲特集」＊ 

                                  ＊は友の会ウィーク参加イベント  

葛飾図書館友の会のホームページ（かつしか とものかい で検索できます） 

ＰＣ用：http://katsutomo.jimdo.com/ 

http://katsutomo.jimdo.com/
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心にのこる私の一冊 ⑯ 『図書館ねこデューイ 町を幸せにしたトラネコの物語』 
ヴィッキー・マイロン著 羽田詩津子訳 (早川書房版) 

香川 明子 
私が『図書館ねこデューイ』を読もうと思ったのは、4年前にあるテレビ番組でその事について紹介されたのがきっか

けだった。また、図書館と猫がテーマだったので、テレビで取り上げた実話について詳しく知りたいと思っているうちに、
いつも行っている書店でその本を見つけて購入し、一通り最後まで読み終えても何度か読み返したくなる本だった。 

1988年冬の寒い月曜日の朝の出来事だった。アメリカのアイオワ州スペンサーの公共図書館では、毎週月曜日担当者が
ブックポストの処理をしていた。その後ジーンからブックポストの中から何か音がすると報告があり、たくさんの返却さ
れた本の中に、子猫が入っていた。その猫は、ヴィッキーが保護し、図書館理事会の了承を経てスペンサー公共図書館の
一員として町の人々から愛される様になった。その猫は、デューイ・リード・モア・ブックスと名付けられた。デューイ
の名前の由来は、町の人々がもっと本を読んで知識を得ようということだった。後にデューイは、その町を幸せにする存
在として日本のテレビ番組でも紹介された。 

一番印象に残っている話は、ヴィッキーが図書館学の修士号を取得する為に、閉
館後図書館に残って仕事をしながら気分転換にデューイとかくれんぼする場面だっ
た。他にも、話の途中で、デューイの好きなもの・嫌いなもの、1日の日課、仕事
について書いてあったのが面白くて印象に残った。 

内科医によると、スペンサー公共図書館はアレルギーを防ぐための設計だった。
その為この図書館ではその猫を保護し亡くなるまで飼う事が出来た。アメリカでは
図書館で猫を飼うことは珍しくないが、日本の図書館では衛生面の事等を考えると
猫を飼うのは考えられないと思う。 

インターネットのポータルサイトで検索してみると、『図書館ねこデューイ』の映
画化が決まった様だが、まだアメリカでは上映されていない様である。もし公開し
たら、是非見に行きたいと思っている。表紙のデューイは、たくさん積んである本
の上に乗っかって輪ゴムを手に持っているのが可愛いなと思った。『図書館ねこデュ
ーイ』は、私にとって心に残る 1冊であり、愛読書である。 

                                （かがわ めいこ 企画展示委員会副委員長） 

 

「葛飾図書館友の会」で一緒に活動しませんか！ 
『友の会』は多くの会員によって活動しています。図書館を利用されている方、活動趣旨に賛同される方々、

是非ご入会いただいて、あなたの図書館に関わるいろいろなアイデアを少しずつ実現してみませんか？  

原則として第３土曜日の午後１時から４時まで中央図書館内で、また友の会開催イベント時でも直接の入会

受付を行っていますので、是非ご利用ください。年会費は一般会員 1,000円、賛助会員は１口 2,000 円です。

上記の方法が利用できない場合、入会希望者は中央図書館に入会届をご提出の上、年会費を下記の口座に納入

してください。図書館での年会費の直接納入はできません。「通信欄」に一般あるいは賛助会員かを明記の上、

２５年度年会費とご記入下さい。また 1 口 500円の

寄付も大歓迎です。振替手数料は銀行窓口では 120

円、ＡＴＭからでは 80円です。恐れ入りますが、ご

負担をお願いいたします。入会届は友の会ＨＰからもダウンロードできます。 

●問い合わせ先 中央図書館友の会担当者（打越さん、吉村さん、清水さん、白井さん）℡ 03-3607-9201 

 

 

 

 

 

 

ゆうちょ銀行 口座番号    00100-7-392065 

口座名称   葛飾図書館友の会 
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